
- 1 - 

第２号様式 

令和２年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 福祉部 子育て支援課 

施 設 名 三沢市立松原児童センター 

指 定 管理 者 名 社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会 

指 定 期 間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

 

利用児童数 

(登録児童) 

 

１５，２７９人 

 

１６，８３３人 

新型コロナ感染予防対策のため、

毎月100人～200人程度利用人数

が減る月もあり、年間 1，554人の

減となりました。 

 

利用者数 

（登録外利用） 

 

２４５人 

 

５７９人 

新型コロナ感染予防対策のため、

保護者の会の活動や、幼児の親子

やサークル（未就学児童の親子）の

利用などがなかったため、334人の

減となりました。 

合計 １５，５２４人 １７，４１２人  1,888人の減 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理・障害児委託料 １４，０３８ 人件費 １２，７２１ 

処遇改善手当補助金 ４９５ 事業費 ２，１３３ 

利用料金 ３，６８７ 事務費 １，５６３ 

新型コロナ補助金 １，５００ 施設整備 １，３９９ 

繰越金等 ６２８   

合計（①） ２０，３４８ 合計（②） １７，８１６ 

  収支差額（①－②） ２，５３２ 

 

３．総合評価に対するコメント 

指定管理者 

新型コロナ感染予防対策として、密を避けるため遊戯室にもテーブルを並べ座って

出来る活動の場としました。そのため運動の機会が減り、また行事や料理クラブを実施

できませんでした。新型コロナ感染予防措置への協力により利用を控える期間もあり、

利用人数の減少につながりました。また、塾・部活動への参加や、高学年は留守番が

出来るようになるなど退館児童数も多くなりました。感染対策のため、換気、手洗い・消

毒・マスクの着用を徹底するように努め、児童への指導ができました。また、予算は協

定に基づき適正に収支いたしました。 

運営は地域のボランティアや隣接の老人施設との直接の交流等はできませんでし

たが、児童の作った作品をプレゼントして交流は行いました。 

また、土曜日や学校休業日は、７時３０分に３０分早く開館しております。 
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施設担当課 

児童館の設置目的に沿った事業計画を立て、新型コロナウイルス感染症の影響に

より行事計画等の変更はありましたが、感染予防を徹底しながら適切に管理運営さ

れています。 

アンケート調査から、利用者の多くが活動は適切で、楽しんで過ごしている様子が

分かります。 

これからも感染予防対策を継続しながら、児童の健全育成の場、放課後の安全で

安心な居場所づくりの充実に努めていただく事を望みます。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ｓ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 S Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 S Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 A Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等の沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 
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令和２年度 指定管理業務総括評価票 

施設担当課： 福祉部 子育て支援課 

施 設 名 三沢市立木崎野児童クラブ 

指 定 管理 者 名 社会福祉法人 三沢市社会福祉協議会 

指 定 期 間 平成３１年４月１日～令和６年３月３１日 

 

１．施設利用状況 

指標 当該年度数値 前年度数値 増減理由等 

利用児童数 

(登録児童) 
１０，０３８人 １１，２３３人 

平日の利用者が少ないことと、土曜

日の利用数が極めて少ないことが

減少数に影響している。 

利用者数 

（登録外利用） 
４３５人 ６４７人 

コロナの影響により登録外児童が

来館せず、館外の方が参加する行

事な中止になったため。 

合計 １０，４７３人 １１，８８０人 前年と比較し１，４０７人の減少 

 

２．収支状況 

収入科目 金額（千円） 支出科目 金額（千円） 

指定管理・障害児委託料 １１，２７４ 人件費 １１，５１５ 

利用料金 ２，５６８ 事業費 １，９４２ 

処遇改善手当補助金 ６１８ 事務費 １，３７７ 

新型コロナ補助金 １，５００ 施設整備 １，１３８ 

繰越金等 ３４２   

雑収入 ０   

合計（①） １６，３０２ 合計（②） １５，９７２ 

  収支差額（①－②） ３３０ 

 

３．総合評価に対するコメント 

 

 

指定管理者 

 

 

木崎野児童クラブの目標である「地域交流の活性化」は、コロナ感染拡大の防止に

より外部の方との交流事業が中止となった為、来年度に期待したい。例年の行事もソ

ーシャルディスタンスを保てる内容を企画し、「おたのしみ会」では筆記で出来るゲー

ムや「子ども新年会」では俳句作りなどをおこなった。料理クラブは中止となったが、

農園クラブやボランティアクラブは人数制限をもうけ通常通り実施することが出来た。 

毎日遊んだオモチャをはじめ、玄関や机・ドア等隅々の消毒作業により感染者を出す

ことなく開館できたことが何より良かったと安堵している。 

 

施設担当課 

 

児童館の設置目的に沿った事業計画を立て、新型コロナウイルス感染症の影響に

より行事計画等の変更はありましたが、工夫をしながら新たな取組みも行い、感染予

防を徹底しながら適切に管理運営されています。 

アンケート調査から、多くの利用者が活動は適切で、安心して預けられる居場所に
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なっていることが分かります。 

これからも感染予防対策を継続しながら、児童の健全育成の場、放課後の安全で

安心な居場所づくりの充実に努めていただく事を望みます。 
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４．総括評価シート 

評価項目 
施設担当課 

評価 

指定管理者 

評価 

サ
ー
ビ
ス
の
提
供 

開館日、開館時間、使用期間等は守られているか。 Ｓ Ｓ 

利用者への接遇、服装、サービス等は適切か。 Ａ Ａ 

利用者に不平等が無いよう対応しているか。 Ａ Ａ 

利用料の徴収、減免手続き等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

情報公開、個人情報の保護等は適正に行われているか。 Ａ Ａ 

苦情や要望等に対して適切に対応しているか。 Ａ Ａ 

施設の目的に合致したサービス・事業を行っているか。 Ａ Ａ 

施
設
の
維
持
管
理 

事業計画書、基準書等を遵守した管理を行っているか。 Ａ Ａ 

適正な人員配置及び管理体制となっているか。 S Ａ 

報告書の提出等、市への報告は適切に行われているか。 S Ａ 

事故、災害、救急時等の体制が整備されているか。 Ａ Ａ 

外部委託の内容は適切であるか。 Ａ Ａ 

設備、備品の管理、保守管理等は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

修繕は適切に行われているか。 Ａ Ａ 

省エネルギー、省資源等への配慮がなされているか。 Ａ Ａ 

経
費
等 

収支予算書と比較して収支状況は妥当であるか。 Ａ Ａ 

経費は縮減され、または縮減に向けた努力は行われているか。 Ａ Ａ 

専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行っているか。 Ａ Ａ 

総合評価 A Ａ 

 

※総括評価シート区分 

 

 
①評価項目 

Ｓ 協定書、基準書等の遵守等に加え、より優れたサービスが提供されている。 

Ａ 協定書、基準書等に沿った適切なサービスが提供されている。 

Ｂ 概ね協定書、基準書等に沿ったサービスが提供されているが、一部に課題がある。 

Ｃ 協定書、基準書等に沿ったサービスについて改善すべき点が多数ある。 

②総合評価 

Ｓ 評価項目が全てＡ以上かつ半分以上がＳである。 

Ａ 評価項目が全てＡ以上である。 

Ｂ 評価項目にＢが含まれている。 

Ｃ 評価項目にＣが含まれている。 

 


